

















































AB, ACのなす角をａ,辺BC, BAのなす角をβ,辺CA, CBのなす角
をΥとすると。
　　　　　　　　　　　　　　－151－
　サッカーボールは参道の長さが等しい。この長さをαとおく。図２の
ように球面正５角形と球面正６角形を，それぞれ球面２等辺３角形に分割
し，各角度と辺の長さを求める。
―152－
が定理より成り立つ。
　また，頂点Ｂにおいて
球面正５角形の面積は0.29507226となる。
　また，球面３角形ＤＣＢの面積は
球面正６角形の面積は0.45127517となる。
　前節の結果より，球面の全表面積は
　　　　　　　　　　　　　　　― 153 －
　　　0.29507226×12十0.45127517×20＝12.56637061
となるが，実際の4兀 =12.56637061と一致している。
　正５角形の１つの角は108°であるのに対し，球面正５角形の１つの角
は2λラジアン＝111.38°であることがわかる。
　また正６角形の１つの角は120°であるが，球面正６角形の１つの角は
2μラジアン＝124.31°となっている。
　先の式よりCOS a =0.91857442,∴1辺の長さα＝0.40633789である
ことがわかる。
　球面正20面体の１つの面の面積は，サッカーボールの球面正６角形に，
球面正５角形を分割した１つの球面３角形を３つ加えたものであり。
　　　0.45127517＋3×0.05901445＝0.62831853
となる。これは詰＝晋に一致している。
　最後に大円の長さは2πであるが，これを次の定理を用いて実際に計算
してみる。
　『定理2.2　球面３角形ＡＢＣの辺ＡＢの中点をＤとする。頂点A, B,
Ｃの対辺の弧長をそれぞれa, b, cとし，辺ＣＤの弧長をｄとすると，
　図２において球面３角形ＡＢｃの辺ＡＢの弧長をｆとすると，定理2.1
より
　また球面３角形ＡＢＣにおいて，ＢＣの中点をＥとし，ＡＥの弧長をｄ
とすると，定理2.2より
　　　　　　　　　　　　　　－154－
　次に，球面３角形ＤＣＢにおいて，辺ＤＢの弧長をわとすると，定理
2.1より
また辺ＤＥの弧長をｇとすると，定理2.2より
大円の長さは
である。これに代人すると，6.28318531となり, 2πの近似になった。
－155－
